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研究成果の概要（和文）：　近年注目されている多核型都市構造（中心市街地以外に郊外にも拠点となる地域を設定し
た都市構造）に着目すると、地方都市の都市計画マスタープラン等に示された郊外拠点は、公共交通の結節点、既存市
街地、旧集落等に設定されていた。しかし、現状ではそれらの地域に人口集約や住宅開発は見られない。そのため、本
論では地方都市の特性を踏まえ、自動車利用も考慮した二極型・沿道型・分散型等の郊外拠点モデルを提示した。

研究成果の概要（英文）：This study pays its attention to intensive urban structure. The suburbs base 
shown in the city planning master plans of the local city was set in a node of the public transport, an 
existing city area, the old village. However, the population collection and the housing estate are not 
seen in those areas under the present conditions.
Therefore this study showed a bipolar model, roadside model, a distributed model. These consider the 
automobility; based on the characteristic of the local city,
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１．研究開始当初の背景 
 国土交通省・社会資本審議会答申「新しい
時代に対応した都市計画」（2006）では、省
資源・省エネルギーを目的とした低炭素社会
の実現のために、広域的都市機能のスプロー
ルや中心市街地の空洞化の解決が不可欠で
あり、そのために都市圏内で生活する多くの
人にとって暮らしやすい都市構造の実現が
必要であることを指摘している。また日本建
築学会都市計部門（2012）では、ＯＳ「地域
資源等を活用したコンパクトな市街地形成
のための技術」が企画され、中心市街地再生
や郊外ニュータウン・団地再生のための都市
構造の変革に向けた課題について議論が行
われた。その他、農村計画の分野でも、林
（2010）１）が、中山間地域の農村集落の戦略
的再編の必要性を述べており、近年、各分野
において積極的に集約型都市構造に関する
議論がなされている。 
 さて、少子高齢化社会、低炭素社会の実現
に向けた都市構造の再構築を図るためには、
どのエリアに都市機能の集積を図るか、その
際何を根拠に集中と選択を行うかという中
心市街地（都心部）に関する議論も重要であ
るが、同時に再構築の過程において集約され
る側にある都市周辺部（郊外部）をどのよう
な形で適切に維持していくかについても検
討する必要がある。言い換えると、郊外住宅
地に限れば、高度成長期のスプロールにより
都市基盤が脆弱な地域が残された状況下に
おいて、継続的に住み続けられる条件を備え
ているか、すなわち「定住性」を評価し、都
心部の再構築とのバランス取る必要がある
と考える。一方、わが国では現在、富山市に
代表される公共交通の結節点に集約を図る
「駅そば型」や、青森市のように中心市街地
に集約を図る「一極型」の集約モデルに関す
る議論２）は多数ある。しかし、右下図３）に示
す通り、都市圏外縁部の地方都市では、公共
交通が十分に利用できる環境が乏しく、さら
に本来集約を図るべき中心市街地も空洞化
が継続し疲弊している現状がある。それゆえ、
特に地方都市で既存の集約モデルとは異な
った集約のあり方を検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、地方都市の郊外住宅地の「定住
性」に関する指標を、①物理的指標：交通環
境、住環境、居住性等と、②社会的指標：近
親者との距離、コミュニティ活動の活発さ等
の二つに大別し、これらの指標と人口動態と
の関係について評価する。そして、すでに総
じて人口減少下にある地域であっても人口
増加・維持している郊外住宅地と、人口減少
している住宅団地の特徴を整理する。 
 さらに、安易に郊外住宅地を淘汰するので
はなく、「定住性」を高め、郊外住宅地を継
続的に維持していくため、物理的・社会的指
標による評価手法と、モデル地域の郊外住宅
団地での評価結果を反映させた集約モデル

を提案する。 
 
３．研究の方法 
 研究の前半は、郊外住宅地の定住性に関す
る物理的・社会的両指標を定量評価する手法
を検討する。さらに近畿圏の既成都市区域や
近郊整備区域（大都市）、および都市開発区
域（地方都市）の郊外住宅地を対象に、国勢
調査の GIS データを活用し、研究対象地域と
調査対象住宅団地の絞り込み行い、人口およ
び世帯数動態や土地利用変化の様子等を把
握する。 
 後半は、調査対象地域の郊外住宅地の住民
へのアンケート調査結果から、物理的・社会
的両指標を測定する。その結果を①大都市と
地方都市の違い、②物理的条件・社会的条件
の違いが、郊外住宅地の人口増減にどのよう
に寄与しているかを分析することで、「定住
性」につながる物理的指標と社会的指標の特
徴を明らかにする。 
 さらに調査した郊外住宅団地に対し、物
理・社会的両指標により「定住性」を評価し、
地方都市の郊外住宅地を適切に維持してい
くための集約モデル案を考察する。また得ら
れた集約モデルについては、集約による市街
地面積の縮小、都市インフラおよび都市施設
の統廃合等による低炭素型都市構造への転
換効果を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 地方都市郊外地域の定住性評価 
 研究代表者らが実施した、郊外住宅地の住
民意識調査４）では、①開発時期・地理的条件
が似通った郊外住宅地でも、人口増減の特徴
に差があり、団地の新旧や中心市街地までの
距離のみで人口減少の実態を説明し切れな
いことに言及している。また、②成熟期を迎
えた郊外住宅地にあっても人口維持してい
る団地の新規入居者は、中心市街地へのアク
セスや都市施設の充実といったインフラ条
件以外に、地域の評判等のコミュニティ活動
の活発さといった「暮らしやすさ」に関する
指標も居住地選定の材料としていた。つまり
成熟期を迎えた郊外住宅地でも、「暮らしや
すさ」の評価が高い団地では、人口維持が可
能であると言える。 
 
(2) 地方都市郊外地域の集約モデル 
 さらに本論では多核型都市構造に取り組
む地方都市として和歌山市を事例地に、多核
型都市構造の拠点となる郊外地域の拠点（以
下、地域核）の立地条件を明らかにし、集約
モデルを提示した。具体的には、実態として
地域核となりうる場所を分析するとともに、
和歌山市都市計画マスタープランで指定さ
れた地域核と比較することで地域核の妥当
性を評価した。その結果、３つの集約モデル
を提示した。 
① 二極型 
北東部や南東部のエリアは地域核有効地が



地域核と地域核外との2つに分かれて分布し
た（図‐1）。北東部と南東部は共通して地域
核の人口増加率が低く衰退傾向にあった。一
方で地域核外の人口増加率は和歌山市全体
の人口増加率よりも高く人口は増加または
維持されている。そのため、地域核外にも地
域核有効地が分布したと考えられる。 
② 沿道型 
臨海部と南部は地域核有効地が沿道に分布
した（図‐2）。臨海部と南部はエリア内に鉄
道駅がそれぞれ 1つしかなく、自動車交通へ
の依存度が高いと予想できる。そのため、都
市機能も沿道に多く分布しており、住宅開発
も行われている。よって、既存地域核内の鉄
道駅周辺でなく主要道路沿いに地域核有効
地が分布したと考えられる。 
③ 分散型 
北部と東部は地域核有効地がエリア全体に
分散的に分布した（図‐3）。北部と東部は人
口が全体に広がり分布しており、新築建築物
もエリア全域に見られた。また都市機能も全
体に分布している。そのため、地域核有効地
は分散的に分布したと考えられる。 
このように、地域核有効地の分布の仕方はエ
リアの特長や実態により様々であることが
わかった。そのため、地域核と地域核有効地
の分布が全て一致するエリアは少なく、地域
核外に地域核有効地の分布が見られるエリ
アがほとんどであった。 
(3) 結論 
 和歌山市が都市計画マスタープランで設
定した地域核は既存市街地や旧集落に設定
されていたが、現状では当該地域に人口集約
や集中的な住宅開発が行われていなかった。
また、地域核の有効地の分布や規模、形態が
それぞれエリアの特徴に合わせて多様であ
り、現状の地域核と有効地が一致するエリア
は少なかった。多核型都市構造の地域核は地
域の実態に合わせて設定する必要があり、一
極型の画一的な地域核の設定では機能しな
いと言える。 
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